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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月27日(2019.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース無線通信端末と無線で通信する無線通信端末において、
　送受信部と、
　プロセッサと、
を含み、
　前記プロセッサは、
　前記送受信部を使用して、トリガー基盤物理層プロトコルデータユニット(ＰＰＤＵ)を
、前記ベース無線通信端末に送信し、
　チャネルにアクセスするために使用されるパラメータのセットであるパラメータセット
を、前記無線通信端末のマルチユーザアップリンク伝送参加をトリガーするかどうかに基
づいて、第１パラメータセットから第２パラメータセットに転換し、
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵに含まれるＭＡＣプロトコルデータユニット(ＭＰＤＵ)への
応答が受信されたかどうかに基づいて、第２パラメータセットタイマーを設定し、
　前記第２パラメータセットタイマーが満了すると、前記第２パラメータセットのアプリ
ケーションを終了し、
　前記無線通信端末が前記ベース無線通信端末に伝送するデータの優先度と前記パラメー
タセットに応じてチャネルにアクセスする
　ように構成されている、無線通信端末。
【請求項２】
　前記プロセッサは、
　前記応答を受信終了した際に前記第２パラメータセットタイマーを設定する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項３】
　前記プロセッサは、
　前記応答を受信したＭＰＤＵのアクセスカテゴリに対して前記第２パラメータセットタ
イマーを設定する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
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【請求項４】
　前記プロセッサは、
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵが含む前記ＭＰＤＵが要請する応答の形態に基づき、前記第
２パラメータセットタイマーを設定する時期を決定する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項５】
　前記プロセッサは、
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵが含むＭＰＤＵがＡＣＫを要請しなければ、前記プロセッサ
は前記トリガー基盤ＰＰＤＵの伝送を終了した際に前記第２パラメータセットタイマーを
設定する
　ように構成されている請求項４に記載の無線通信端末。
【請求項６】
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵが含むＭＰＤＵは、ＱｏＳデータフレームである
　請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項７】
　前記プロセッサは、
　前記ベース無線通信端末からビーコンフレームを受信し、
　前記第２パラメータセットタイマーの周期を示す情報を前記ビーコンフレームから獲得
する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
　前記パラメータセットを第１パラメータセットから第２パラメータセットに転換する際
、前記第２パラメータセットタイマーを設定する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　競争ウィンドウ（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｗｉｎｄｏｗ、ＣＷ）のうちから無作為の整
数値を算出し、
　前記無作為の整数値に基づいてバックオフタイマーを設定し、
　前記バックオフタイマーと予め指定されたスロットタイムに基づいて前記チャネルにア
クセスする、
　ように構成され、
　前記パラメータセットは、
　前記ＣＷの最小値（ＣＷｍｉｎ）と前記ＣＷの最大値（ＣＷｍａｘ）を含む
　請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、
　競争ウィンドウ（ＣＷ）内で無作為の整数値を算出し、
　前記無作為の整数値に基づいてバックオフタイマーを設定し、
　前記バックオフタイマーと予め指定されたスロットタイムに基づいて前記チャネルにア
クセスし、
　前記ＣＷの値が伝送される前記データの優先度による前記ＣＷの最大値（ＣＷｍａｘ）
より大きければ、前記ＣＷの値をＣＷｍａｘに設定する
　ように構成されている請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　キューに貯蔵されるデータのアクセスカテゴリに応じて区分される複数のキューを運営
し、前記複数のキューそれぞれにおいてバックオフタイマーに当たる時間に基づいてチャ
ネルにアクセスするバックオフ手順を行い、
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　前記キューに貯蔵されたデータがなく、前記キューに当たるバックタイマー０であれば
、前記バックオフタイマーのスロットの境界でいかなる動作も行わない、
　ように構成され、
　前記バックオフタイマーは、競争ウィンドウ（ＣＷ）のうちから算出された無作為の整
数値に基づいて設定され、前記予め指定されたスロットタイムの間に前記チャネルが遊休
であれば減少される
　請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記キューに貯蔵されたデータがなく、前記キューに当たるバックオフタイマーが０で
あれば、前記バックオフタイマーを０に維持する
　ように構成されている請求項１１に記載の無線通信端末。
【請求項１３】
　ベース無線通信端末と無線で通信する無線通信端末の動作方法において、
　トリガー基盤物理層プロトコルデータユニット(ＰＰＤＵ)を、前記ベース無線通信端末
に送信するステップと、
　チャネルアクセスのために使用されるパラメータのセットであるパラメータセットを、
前記ベース無線通信端末が前記無線通信端末のマルチユーザアップリンク伝送参加をトリ
ガーするかどうかに基づいて、第１パラメータセットから第２パラメータセットに転換す
るステップと、
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵに含まれるＭＰＤＵへの応答が受信されたかどうかに基づい
て、第２パラメータセットタイマーを設定するステップと、
　前記第２パラメータセットタイマーが満了すると、前記第２パラメータセットのアプリ
ケーションを終了するステップと、
　前記ベース無線通信端末に伝送するデータの優先度と前記パラメータセットに応じてチ
ャネルにアクセスするステップと、
　前記チャネルを介して前記データを伝送するステップと、
を含む
　動作方法。
【請求項１４】
　前記第２パラメータセットタイマーを設定するステップは、
　前記応答の受信が終了されれば前記第２パラメータセットタイマーを設定するステップ
を含む
　請求項１３に記載の動作方法。
【請求項１５】
　前記第２パラメータセットタイマーを設定するステップは、
　前記応答を受信したＭＰＤＵのアクセスカテゴリに対して前記第２パラメータセットタ
イマーを設定するステップを含む
　請求項１３に記載の動作方法。
【請求項１６】
　前記第２パラメータセットタイマーを設定するステップは、
　前記トリガー基盤ＰＰＤＵが含む前記ＭＰＤＵが要請する応答の形態に基づき、前記第
２パラメータセットタイマーの設定時期を決定するステップを含む
　請求項１３に記載の動作方法。
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